
可
制
岡
小
哉
容
刈

一
絞
殺
砕
上
候
。
時
節
も
緩
筑
陀
趣
候
凶
競
御
竪
聞
可
有
御
座
珍

延
御
都
存
候
。
如
a

何
御
桁
所
一
仰
快
方
陀
候
や
御
左
右
承
度
存
候
。

然
者
先
附
制
御
借
し
被
下
候
御
自
撰
の
御
嘗
物
絞
h
k

惚
世
界
駅
之
.

御
聞
に
掛
り
御
敬
稔
の
徒
主
得
候
心
地
仕
紋
以
不
潔
恭
致
大
出
血

侠

川
智
お
仕
候
て
致
返
進
ぷ
候
.
此
遜
無
#
廿
俄
致
勤
役
候
。
乍
慮

外
可
安
貨
立
候
。
前

A
Eて
可
申
越
時
恐
悦
締
官
。

四
月
廿
三
日

土
岐
丹
後
守
矧
稔
判

宝
新
助
椋
人
々
御
中

狛
以
日
永
の
節
如
何
御
茶
し
被
成
候
平
、
御
筋
所
の
御
様
子
承
度

肝
候
。
御
榊
官
物
綬
h

k

m

則
包
熟
覧
之
、
毎
者
感
心
仕
候
郡
広
仰
磁
候
。

叶
」
戸

L
L

。

j

F
 

一
、
室
坊
m
A
太
公
設
酔
拡
競

消
防
柴
v
釣
。
材
教
勧
芸
限
去
龍
崎

山
梨
脱
扮
。
否
道
楽
弓
何
倫
a

行
山
相
↓
志
済
=
天
下
刊
一

一場
設
v
商
ι

紘
此
品
川
父
。
上
配
=
阿
術
寸
並
昌馳
古

今
↓
英
之
奥
京
.
師
側
文
弼
武
。
共
列
光
明
.
品
川
智
霊
ν
滅
。
脱
a
我
納
行
一

一
、
加
藤
前
正
陀
殉
死
の
朝
鮮
人

加
藤
肥
後
守
清
正
逝
去
の
時
、
金
官
と
い
ふ
朝
針
人
あ
り
。
此
金
官

は
叫
川
正
朝
鮮
在
附
仰
の
内
よ
り
、
如
形
念
頃
陀
召
使
、
後
に
は
二
百
石

て
自
殺
す
る
部
、
不
都
合
千
前
民
間
え
候
。
刷
出
共
共
人
の
始
絡
を

不
ν
鮮
ば
、
二
般
に
群
論
。
定
て
幼
少
な
る
も
の
を
召
捕
え
不
便
を

加
へ
、
幸
ひ
共
人
ロ川
よ
ろ
し
き
が
故
医
、
市
巾
h
k

湘
志
に
い
た
さ
れ

た
る
も
の
な
ら
ん
。
我
図
に
て
も
脇
田
九
兵
衛
、
朝
鮮
陀
て
字
苓

多
秀
家
の
軍
へ
召
捕
候
時
、
七
裁
に
て
金
如
鍛
と
い
ひ
し
。
秀
家

敗
亡
の
後
、
我
瑞
髄
公
へ
仕
申
、
微
妙
公
の
御
時
に
至
り
千
石
の

絡
を
紛
り
窓
臓
に
任
じ
ぬ
。
か
械
の
類
な
る
ベ
し
。

Mmれ
ば
節
義

を
失
ふ
と
は
去
が
た
し
。
傑
出
の
人
と
い
ふ
ベ
し
。

一
、
江
州
池
宮
の
記
事

江
州
梨
太
郡
志
津
舵
訓円
地
邑
池
宮
榊
刷
。
立
さ
陀
天
児
根
命
-
也
。
制
官

相
側
。
延
芸
術
延
長
四
年
丙
成
。
勅
賜
=
鋭
小
槻
一
例
祉
コ
小
v
群
‘共
創
昌建

於
何
年
↓
岡
本
在
昌
志
津
鮭
古
前
谷
一
天
M

回
出
川
天
徳
三
年
己
酉
八
月
・
巡
一
一

今
志
津
池
上
日
開
s
蚊
額
-
梼
a
正
一
悦
池
宮
大
明
榊
↓
後
光
殿
帝
貞
治

年
実
卯
三
月
十
八
日
。
邑
主
左
衛
門
大
夫
背
地
某
・
令
a
共
医
奥
村
参

zf浩一
脚
曲
目
↓
時
総
顎
後
花
園
初
貸
徳
元
年
己
巳
十

一
月
十
五
日
・

邑
主
円
一
地
某
岩
手
杷
剛
峯
主
諮
猷
叫
刊
誌
勃
建
計
羽
詰
4

捜
部
ド

剖
哨
叉
有
a
修
理
苑
背
地
俊
樹
伊
準
文
容
一
週
今
其
暫
並
売
却
間
接

久
宇
野
。
復
不
ν
可
v
誠
実
]
至
王
於
後
柏
原
帝
京
正
十
六
年
己
卯
↓
紳
洞

可
観
小
説
経
刈

六
O 

の
総
米
を
下
し
給
ふ
。
相
川
正
の
死
を
附
て
、

一
日
片
時
も
な
が
ら
ふ

べ
か
ら
十
と
云
て
自
殺
せ
ん
と
す
。
時
に
出
血
長
十
六
年
六
月

H
四
日

の
郁
也
。
子
供
雨
入
有
之
。
丸
起
を
見
付
大
に
務
宮
、
協
指
を
と
り
紐

A

陀
数
訓
し
て
と
w
h

め
、
脇
指
も
隠
し
丸
腰
に
し
て
也
け
る
に
、
十

四
五
日
も
過
け
る
故
、
思
と
ピ
ま
り
た
る
と
子
供
は
じ
め
思
ひ
品
川
断

タ
d
g
HY

し
た
る
時
分
、
筑
輸
仰
の
泊
り
け
る
を
呼
入
、
古
抑
止
ハ
の
輸
を
懸
さ

せ
て
見
ゐ
た
る
が
、
人
の
な
き
時
鑑
輸
の
鈎
を
取
て
腹
切
て
死
た
り

け
り
。
此
外
に
大
木
土
依
と
い
ふ
も
、
六
月
廿
五
日
の
肢
の
刻
に
於

一

私
宅
迫
服
す
。
是
は
元
来
依
h
k

陸
奥
守
陀
仕
へ
し
が
、
央
州
死
後
約

-

正
陀
邸
中
公
し
、
三
千
石
迄
給
り
し
、
数
年
別
て
の
佃
芯
な
り
。
的
之

一

殉
死
し
ぬ
。
此
間
人
前
正
群
松
、
十
月
十
三
日
に
凶
光
寺
原
と
い
ふ

一

所
陀
て
執
行
の
時
、
清
正
翁
の
次
に
柏
駅
て
土
依
・金
官
か
，却
を
弁
せ
、

一

中
尾
山
の
議
所

へ
も
、
左
布
の
附
脚
陀
並
て
辿
た
り
。

位
制
。
消
正
治
愛
人
陀
在
し
事
、
此
一
山
殉
死
花
て
も
卦
本
す
ベ
し
。

山
川
正
室
て
微
股
よ
り
目
日
比
昨
仰
せ
ら
れ
、
持
代
硲
功
の
臣
下
は
'
人
も

知
…
之
笹
な
り
。
右
雨
入
は
亡
閑
の
柏
田
医
、
或
は
回
開
域
の
と
ら
は
れ

に
て
、
思
に
感
じ
殉
死
す
る
に
歪
る
。
民
に
難
訓
何
沼
徳
と
云
ベ
し
。

但
金
官
が
父
母
の
図
陀
て
義
死
は
不
途
し
て
、
直
々
た
る
私
思
忙

大
様
。
邑
主
駿
河
内
寸
背
一
地
元
民
情
飾
持
品
。
協
hMwa楠
州
開
山
融
問
伊
説
封
一

錨
臨
時
権
威
動
醐
姉
帯
主
岨
山
正
貌
…
川
術
天
一
止
六
年
戊
寅
三
月
五

日
.邑
主
背
地
千
代
郡
丸
。
令
む
棋
院
奥
村
偲
同
監
昌修
池
HH米
制
等
-
事↓

共
文
繋
亦
見
在
。
R

正
時円
地
氏
世
h
k

叫

ma
拠
他
抗
一
也
.
開
夫
背
地
氏
者

佐
々
木
成
抑
制
八
世
孫
基
網
震
a

始
祖
↓
叫
哨
町
山
出
刊
民
側

r
q酬
明
慰
d
M

醐

貧

as沼

地
氏
側
4

自
Mn
正
以
来
。
世
々
、王E
於
背
地
邑
-車内
1

正
貌
町
帝
京
総
十

年
戊
民
八
月
廿
六
目
。
前
駿
河
守
長
綱
諜
一
卒
後
・
級
河
守
茂
綱
伊

封
嗣
立
。
茂
綱
質
的
生
氏
。
下
野
守
定
秀
第
二
子
。
長
綱
無
ν
嗣
“
以
v
女

酔
4
4
以
錦
=
智
十
一
回
正
富
市
一
関
佐
々
木
義
賢
共
子
義
治
制
回
一
馬
=
織
悶

主
-
所
v
滅
。
江
州
亡
失
。
茂
綱
興
局
総
悶
信
治
1
A
株
可
政
明
4

距
a

減
引
朝

倉
兵
於
志
賀
郡
阪
木
-
兵
敗
。
信
治
可
政
情
授
v
首
・
茂
制
耐
怖
甚
…
・
従
兵

扶
v
之
而
去
。
二
十
日
途
病
v
創
死
。
子
元
珍
嗣
立
.
元
珍
幼
名
千
代
都

丸
。
後
稀
=内
匠
助
一
叉
改
民
四
郎
左
衛
門
↓
天
正
卜
年
壬
午
.
鍛
問
主
被
ν

紋
.
-
冗
珍
致
a
志
織
問
主
子
信
孝
一
由
ν
n
K
第
畠
州
民
臣
主
-
附
い
忌
。
備
品
ヰ
帯
減
.

元
珍
途
去
ι一一mw
門
地
↓
東
方
寄
己
食
於
品
開
砕
稲
生
氏
一
度
長
四
年
己
一亥一
"
去
a

合
津
-梨
仕
s

賀
州
一
子
孫
途
需
=
賀
州
人
↓
元
珍
以
=
寛
武
十
年
努
酉
九
月

二
十
九
日
-
卒
晶
子
金
保
↓

取
品
館
前
司
小
合
従
隆
女
プ
無
v
子
n

以
a
中
務
大

輔
佐
々
木
高
史
認
論
融
平
等
史

"P嗣
。
以
ν
女
一
配
'
之
。
勾
定
叉
綿
一
-
四

O 
、




